
日本のダイバーシティ推進を支えてきた1 0 年。

設立 1 0 周 年 記 念 特別号

ダイバーシティ・マネジメントを支援します！
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ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
の

皆
様
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

企
業
や
社
会
に
対
し
て
J
︲
W
i
n
が
果
た
し
て
き
た
役
割
や
、

今
後
の
活
動
に
向
け
た
期
待
に
つ
い
て
J
︲
W
i
n
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
ボ
ー
ド
及
び
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
皆
様
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。�

※
社
名
・
肩
書
き
は
2
0
1
8
年
4
月
現
在
の
も
の

M E S S A G E

　2007年4月にNPO法人として活動をスタートし
たJ-Win。創立の動機の一つとなったのは、私が日
本IBM時代に米国で目の当たりにした、女性エグ
ゼクティブたちが「Give back」をミッションとする
姿です。彼女たちはトップエグゼクティブとして多
忙を極めるなか、女性の育成、たとえば後輩のメン
タリングについては優先的に時間を割き、どうした
ら女性の管理職、役員が増えるのかいつも真剣に
議論していました。「自分が今のポジションに至る
までには、会社や上司、同僚から多くの支援を受け
てきた。上の立場になった今、後輩たちを応援する
のは当然の義務で、極めて重要なミッション」。この

「Give back」という考えに衝撃を受けた私は、日
本で、後輩の女性たちを応援する活動に取り組ん
でいこうと考えたのです。
　ダイバーシティは、企業が競争力を高めるための
要となる経営戦略であり、女性の活用はその第一
歩です。この観点からJ-Winは、企業がダイバーシ
ティ＆インクルージョンを推進するための支援と、
その具体的な施策の一つである「女性リーダー育
成」を2本の柱として活動してきました。
　以来J-Winの女性ネットワーク活動に参加し
たメンバーは約2300名。今では若手の管理職候
補から役員クラスまで、職位に応じた3層のネット
ワークが連携して活動しています。また「J-Winダ
イバーシティ・アワード」を毎年実施し、会員企業
におけるダイバーシティの推進と定着を支援してき
ました。
　J-Winはこれからも、日本社会、企業におけるさ
らなるダイバーシティの促進と浸透に貢献できるよ
う、皆様とご一緒にチャレンジを続けてまいります。

　

こ
の
た
び
は
、J
︲
W
i
n
設
立
10

周
年
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。弊
社
へ
は
、J
︲
W
i
n
立
ち
上
げ

初
期
か
ら
女
性
社
員
の
育
成
に
サ
ポ
ー

ト
を
い
た
だ
き
、今
で
は
J
︲
W
i
n

経
験
者
の
多
く
が
取
締
役
な
ど
社
内

の
重
要
な
役
割
を
担
い
活
躍
し
て
い

ま
す
。J
︲
W
i
n
で
の
学
び
が
、そ

の
後
の
飛
躍
の
大
き
な
一
助
と
な
っ

た
も
の
と
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。封

建
的
な
風
土
が
根
強
く
残
る
日
本
社

会
に
真
っ
向
勝
負
で
立
ち
向
か
い
、成

果
を
上
げ
続
け
て
い
る
J
︲
W
i
n

活
動
は
、日
本
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

推
進
の
原
動
力
で
あ
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。J
︲
W
i
n
が
今
後
の
日
本

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
す
る
と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
も
J
︲

W
i
n
活
動
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

日本のダイバーシティ推進の原動力。

　

J
︲
W
i
n
創
立
10
周
年
、お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。女
性
自
身
の
育

成
、そ
し
て
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ワ
ー

ド
を
通
じ
た
企
業
の
育
成
な
ど
、多
岐

に
わ
た
る
J
︲
W
i
n
の
活
動
は
、 

当

社
の
み
な
ら
ず
日
本
全
体
に
お
け
る

女
性
活
躍
推
進
の
強
力
な
原
動
力
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

創
立
か

ら
10
年
で
構
築
さ
れ
た
「
人
・
企
業

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」や
「
D
&
I
の
正

し
い
理
解
」と
い
う
基
盤
を
も
と
に
、 

意
思
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
参
画
拡

大
や
さ
ら
な
る
多
様
性
の
拡
大
な
ど
、

D
&
I
の
第
2
ス
テ
ー
ジ
完
成
へ
向

け
、 

企
業
の
一
歩
先
を
リ
ー
ド
し
続
け

る
J
︲
W
i
n
の
今
後
の
活
動
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

日本の女性活躍推進の強力な原動力。

イ
オ
ン
株
式
会
社

取
締
役 

取
締
役
会
議
長

横
尾 

博
氏

　

前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
声
が
企
業

を
よ
り
強
く
変
え
て
い
く
と
確
信
し

て
お
り
、D
＆
I
は
そ
の
た
め
の
ア
ク

シ
ョ
ン
の
一
つ
で
す
。「
組
織
の
主
流

に
い
な
か
っ
た
女
性
達
を
活
躍
さ
せ

て
い
く
に
は
、条
件
を
イ
ー
ブ
ン
に
す

る
だ
け
で
は
不
十
分
」と
の
内
永
理
事

長
の
ご
指
摘
も
そ
の
通
り
で
す
。女
性

達
が
積
極
的
に
声
を
上
げ
、よ
り
強
い

企
業
へ
と
共
に
変
え
て
い
く
事
が
出

来
る
よ
う
、J
︲
W
i
n
で
の
活
動
か

ら
今
後
も
多
く
の
気
づ
き
を
得
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、J
︲

W
i
n
の
1
0
0
社
を
超
え
る
企
業

間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、大
き
な
価
値

で
す
。こ
う
し
た
企
業
間
の
交
流
か
ら

新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る

事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ここから生まれるイノベーションに期待。
A
N
A
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

取
締
役
副
会
長

篠
辺 

修
氏

日
本
航
空
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

植
木 

義
晴
氏

　

J
︲
W
i
n
設
立
10
周
年
、お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。N
T
T
グ
ル
ー
プ

は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
を
重
要
な
経
営
戦
略
と
位
置

づ
け
、女
性
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。Ｎ
Ｔ
Ｔ

グ
ル
ー
プ
か
ら
の
J
︲
W
i
n
参
加
者

も
第
1
期
か
ら
通
算
し
て
62
名
と
な

り
、卒
業
生
の
中
に
は
グ
ル
ー
プ
会
社

役
員
等
の
会
社
幹
部
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

J
︲
W
i
n
が
今
後
も
日
本
の
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
を
さ
ら
に
牽
引
さ

れ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
と
と
も
に
、

N
T
T
グ
ル
ー
プ
の
成
長
と
発
展
へ
お

力
添
え
頂
き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ダイバーシティ推進をさらに牽引していく存在に。
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

常
務
取
締
役 

総
務
部
門
長

島
田 

明
氏

　

J
︲
W
i
n
設
立
10
周
年
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
弊
社
は     

J
︲
W
i
n
設
立
か
ら
会
員
企
業
と
し

て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、共
に
こ
の

10
年
を
歩
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。J
︲
W
i
n
の

活
動
を
通
じ
て
会
員
企
業
の
皆
さ
ま
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、共
に
学
び

あ
い
、共
に
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、弊

社
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
推
進
の
ス
ピ
ー
ド
は
確
実
に
加

速
し
ま
し
た
。

　

ご
存
知
の
と
お
り
、現
在
「
女
性

の
活
躍
推
進
」と
共
に
「
働
き
方
改

革
」が
企
業
の
重
要
な
経
営
戦
略
の

一
つ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ
れ
ら
の

鍵
は
人
財
で
あ
り
、多
様
な
背
景
や

価
値
観
を
持
つ
人
財
の
活
躍
こ
そ
、

企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
持

続
的
成
長
の
原
動
力
で
あ
る
こ
と
は

明
白
で
す
。

　

変
化
し
続
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
、多

様
化
す
る
お
客
さ
ま
の
価
値
観
・
ニ
ー

ズ
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
に

は
企
業
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
推
進
が
不
可
欠
で
あ

り
、今
後
も
J
︲
W
i
n
の
活
動
が
日

本
の
経
済
発
展
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

社
会
の
実
現
に
一
層
寄
与
し
て
い
く

こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

ダイバーシティ推進の
スピードが加速した。

第
一
生
命
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

渡
邉 

光
一
郎
氏

NPO法人 J-Win　
理事長　

内永 ゆか子

　

J
︲
W
i
n
10
周
年
、誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。内
永
理
事
長
の

女
性
活
躍
推
進
へ
の
強
い
思
い
と
、

J
︲
W
i
n
に
関
わ
る
全
て
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
方
々
の
弛
ま
ぬ
努
力

が
、こ
の
輝
か
し
い
10
年
の
発
展
を
導

い
て
き
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。経

営
戦
略
と
し
て
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と

い
う
概
念
を
確
立
さ
せ
た
J
︲
W
i
n

の
功
績
を
称
え
る
と
共
に
、ア
フ
ラ
ッ

ク
も
会
員
企
業
の
一
員
と
し
て
、活
動

を
盛
り
立
て
て
参
り
ま
す
。イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
源
泉
と
し
て
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
の
価
値
が
発
揮
さ
れ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
、な
お
一
層
の
活
動
の
ご

隆
盛
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

一緒に活動を
盛り立てていきたい。

ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
株
式
会
社

取
締
役
副
会
長

山
内 

裕
司
氏
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　2007年、J-Winが誕生したとき、期待に胸が
躍ったのを思い出します。当時も女性活用推進を
目指す組織、団体は数多くありましたが、J-Win
は以下の点で、他の追随を許さない存在でした。
　まず第一に、グローバル化したビジネスワール
ドでグローバルな視点をもった女性リーダーの
育成を目指しました。
　第二に、スピーディーな技術や社会の変化を
先取りするためのチェンジエイジェントとして、女
性が経営層の一員になることを目標にしました。
　「ハイポテンシャル」な女性たちがキャリアアッ
プを目指してスイッチオン、そしてスイッチオンし
た女性たちがビジネスパーソンとしての実力を
養い、幅広いネットワークを構築するステージと
して「Next Stage」が創設されました。

 　「Next Stage」にはまっしぐらに“Women 
to the TOP!”を目指す人もいれば、子育てや
介護などと折り合いをつけながら時間をかけて
キャリアアップする人もいます。つまり新幹線に
乗って目的地に行こうと、ローカル線に乗って行
こうと、みんな、J ‐Win列車に乗っているという
連帯感のようなものが満ちています。さらにその
上の「Executiveネットワーク」が全体のロー
ルモデルとしての役割を果たし、同時に、「High 
Potential」や「Next Stage」の人々 との交流が
現場感覚を磨く機会になると思われます。
　J-Winが他の追随を許さない組織である理由
が、この3層のネットワークにも表れていると思い
ます。

他の追随を許さない組織になった。

NPO法人J-Win
理事

杉口 正子氏

　

政
府
は
、2
0
0
3
年
、指
導
的
地

位
に
占
め
る
女
性
割
合
に
関
し
、２
０

２
０
３
０
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。2
0

1
0
年
策
定
の
第
３
次
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
の
中
心
課
題
は
、ポ
ジ

テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
。2
0
1
5
年
の

第
４
次
計
画
で
は
、働
き
方
改
革
と

女
性
の
人
材
育
成
。2
0
1
6
年
に

は
、女
性
活
躍
推
進
法
で
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
進
め
る
事
業
主
行

動
計
画
の
実
施
を
義
務
付
け
ま
し

た
。企
業
の
女
性
人
材
育
成
と
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
や
Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
取

組
を
実
地
に
牽
引
し
て
く
だ
さ
っ
た

J
︲
W
i
n
の
10
年
の
活
動
に
は
、そ

の
御
貢
献
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、今

後
ま
す
ま
す
の
発
展
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

今後も女性活躍推進を推し進めてほしい。

内
閣
府 

男
女
共
同
参
画
局
長

武
川 
恵
子
氏

　

J
︲
W
i
n
設
立
10
周
年
、お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。私
は
29
年
度
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ワ
ー
ド
の
審

査
委
員
や
女
性
メ
ン
バ
ー
卒
業
生
の

皆
様
と
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
な
ど
し
て
J
︲
W
i
n
の
活
動
に

関
わ
り
ま
し
た
が
、N
P
O
法
人
の

立
場
か
ら
、こ
う
し
た
活
動
を
継
続

的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、社
会

全
体
に
お
い
て
女
性
活
躍
を
は
じ

め
と
し
た
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
る
た
め

に
、大
き
な
意
義
が
あ
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。皆
様
の
積
極
的
な
取
組

に
よ
り
、社
会
に
お
け
る
女
性
活
躍

の
機
運
が
よ
り
一
層
盛
り
上
が
る
こ

と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

女性活躍の機運がより盛り上がりますように。
厚
生
労
働
省

雇
用
環
境
・
均
等
局
長

宮
川 

晃
氏

　

J
︲
W
i
n
設
立
10
周
年
、誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。貴
法
人

は
、2
0
0
7
年
の
設
立
以
来
、企
業

に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す
る
た
め
、女
性

リ
ー
ダ
ー
育
成
活
動
を
中
心
に
精
力

的
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

内
永
理
事
長
を
始
め
と
す
る
関
係
者

の
皆
様
の
お
取
組
に
対
し
、心
か
ら

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

外
部
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

す
る
時
代
、多
様
な
人
材
が
活
躍
す

る
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
」は
、企

業
が
持
続
的
に
成
長
す
る
た
め
に
は

必
要
不
可
欠
で
す
。J
︲
W
i
n
の

活
動
が
企
業
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経

営
の
推
進
の
後
押
し
と
な
る
こ
と
を

期
待
す
る
と
と
も
に
、J
︲
W
i
n

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。

ますますの発展を祈念しております。
経
済
産
業
省

経
済
産
業
政
策
局 

大
臣
官
房
審
議
官

木
村 

聡
氏

　

J
︲
W
i
n
設
立
10
周
年
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。近
年
女
性
の

社
会
進
出
は
進
ん
で
き
て
お
り
ま

す
が
、さ
ら
に
女
性
の
登
用
を
加
速

す
る
た
め
に
は
企
業
の
ト
ッ
プ
の

皆
様
が
積
極
的
に
取
り
組
み
を
進

め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。国
土
交
通
省
と
し
て
も
、運
輸

業
や
建
設
業
に
お
け
る
女
性
活
躍

推
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
関
係

業
界
に
働
き
か
け
を
行
っ
た
り
、海

上
保
安
庁
の
女
性
職
員
に
対
す
る

結
婚
後
3
年
間
夫
婦
同
居
の
配
慮

を
は
じ
め
と
し
た
、省
内
女
性
職
員

の
活
躍
推
進
施
策
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。J
︲
W
i
n
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、官
民
を
リ
ー
ド
し
、今
後

も
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
な
ど
に

取
り
組
ま
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

官民をリードしていく存在に。
国
土
交
通
省 

総
合
政
策
局

次
長一

見 

勝
之
氏

Next Stage
ネットワーク

High Potential
ネットワーク

J-Win憲章

J-Winの歩み

2007年4月 NPO法人J-Win設立（会員企業：74社）
 女性リーダー育成のネットワーク活動
 （2年1期・1層）開始

2008年  「2008 J-Winダイバーシティ・アワード
（第1回）」実施

2011年 Executiveネットワーク誕生

2012年 「J-Winダイバーシティ・アワード」
  「個人賞」として経営者アワード／
 リーダー・アワードを開始

2013年 「J-Winダイバーシティ・アワード」2部門化
 （アドバンス部門／ベーシック部門）
 「内永塾」をスタート

2014年  Next Stageネットワーク本格始動

2015年  High Potentialネットワーク活動を
 「2年1期」から「1年1期」に短期集中化

2016年 J-Winオープンセミナー（東京・大阪）開催

2017年 J-Win関西支部を大阪に設立

2018年 J-Win九州支部を福岡に設立

J-Winはメンバー相互の業種を越えた交流や自己研鑽を図ります
J-Winは企業におけるダイバーシティ促進を支援し、働き方の変革を起こします
J-Winは多様な個性が活躍できる社会の実現を目指します

3層の連携による活動

執行役員以上

より上位職をめざす
部長職・課長職中心

管理職・
管理職
一歩手前

設立時より理事を長くつとめ
ている杉口氏よりJ-Win10
年の歩みについて振り返って
いただきました。

J-Winの活動

J-Win女性ネットワーク

Switch-On!

Gear up! 
&

Give back!

Challenge! 
&

Give back! Executive
ネットワーク

Women to the TOP!

女性リーダー育成活動 社会への発信活動
企業のダイバーシティ＆

インクルージョン推進支援活動

※所属・肩書きは2018年4月現在のもの

J-Win理事　
杉口氏よりメッセージ

5 4J-Win ReportJ-Win Report



Women to the TOP!
2008年12月（つくば）

2013年6月（つくば）

2016年6月（つくば）

2017年6月（つくば）

2015年6月（大磯）

2009年6月（つま恋）

2012年12月（つくば）

2007年4月～ 2009年3月

第1期

2009年4月～ 2011年3月
第2期

2013年4月～ 2015年3月
第4期

2015年4月～ 2016年3月

第5期

2016年4月～ 2017年3月
第6期

2017年4月～ 2018年3月
第7期 2011年4月～ 2013年3月

第3期

累計 約 2,300 名2007年から2018年3月まで活動に参加した女性メンバー :
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　活動方針を「自らが自己を成長させるために必要な機会
を創出し、主体的に活動する」と定め、幹事会、研究会など
のフレームワークを一新。経営リーダーを意識した、現在の
Next Stageの構造をつくりました。私は副幹事長として
参画し、活動の仕組みを一から見直していきました。Next 
Stageに対する考え方が違う中、議論も衝突しましたが、自
ら動いて、やり遂げることの意味を、幹事会メンバーが体感
しました。 （株式会社日立製作所　西岡 佳津子さん）

新生Next Stage始動

　2007年6月第１期メンバー約200名が日本IBM箱崎の大会議室に
集められ、J-Win活動がスタート。異なる会社の女性ばかりの会議に
圧倒され、帰り道に一緒に参加した友人と「とんでもないところに送
り込まれた」とうな垂れたのを覚えています。初合宿で同部屋だったメ
ンバーに分科会リーダー役の背中を押され、２年間、紆余曲折しました
が、44名全員でアウトプットできたことは良い経験となりました。卒業時
に決めた７月第二土曜日のOG会は今でも続いている大切なネットワー
クです。 （損害保険ジャパン日本興亜株式会社 神谷 恵美さん）

J-Win 第１期スタート

　J-Win卒業後、空漠たる思いを感
じていた第1期、2期の卒業生有志が
自己研鑽しながらネットワークを育む
場を求め、2011年8月「J-Win OG
ネットワーク」をキックオフ。これが
現在のNext Stageのはじまりです。
初年度の合宿で、OGネットワークの
あり方を集中議論。VISIONに「私たちが企業・社会を変える原動力
になる」そのために品格・人格・教養のQualityを高める集団である
ことを掲げ、「Next Stage」と命名しました。
 （ソニー株式会社 大羽 ルミさん）

Next Stage創世期

JEN
（現Executiveネットワーク）
発足

「内永塾」立上げ
　私は「内永塾委員会」メンバーの一人としてゼロからの立上げに
かかわりました。メンバー間でなんとかひねり出したアイデアは「頭
から血が出るほど考えた？」と内永理事長よりフィードバックをい
ただき、あえなく撃沈。「やりたいんでしょう？ じゃあやりましょう」
と言っていただけた時は全員でガッツポーズ。「経営幹部候補となる
人材を育成したい」という我々の想いを受けていただいた、そして
我々からバトンを受け取っていただき形にしていただいた歴代の委
員会メンバーの方々に心から感謝しています。
 （トランスコスモス株式会社　寺杣 郁江さん）

　第4期分科会活動の２年目に、JEN
の方に各分科会のサポートについてい
ただき、個別アドバイスを受ける体制
がスタートしました。分科会会議にも
複数回参加くださり、成果物だけでな
く議論プロセスを含めた様々な助言を
いただきました。私自身は「新しい働
き方」分科会のリーダーとして、40名
超のメンバーでサブテーマを設定し、
役割分担して進めていました。分科会
の状況を要約し、こちらの期待をお伝
えするといった全体への橋渡しの中
で、JENアドバイザーの方と個人的に
お話しする機会もあったことは大変あ
りがたかったです。
（PwCあらた有限責任監査法人　
 村松 久美子さん）

JENによる分科会支援開始　
――ネットワーク複層化・
      相互連携強化

J-Win  女性ネットワ ーク活動

年のターニングポイント
J-Win 10年間の女性ネットワーク活動のなかでターニングポイントとなった出来事を、当時の写真と、
かかわったメンバーのみなさんによるエピソードとともに振り返ります。

※（  ）内執筆者の社名は2018年
　 3月現在のもの 2013

2014

　メンバー活動は、第1期～ 4期までは2年間の活動でしたが、半分の1
年間の活動になったのが第5期からでした。世の中のスピードが早まる
中、J-Winネットワークの活動スピードにもギアが入った年でした。はじ
めての１年制の活動だったため、事務局と幹事会が協働し、試行錯誤し

ながらいろいろな事を決めて運
営していきました。自主運営を
実践する中で多くの学びを得
て、多くの貴重な経験をさせて
いただくことができた1年でし
た。
（みずほ証券株式会社　
 島田 栄子さん）

活動を「1年1期」に短期集中化
2015

2014
2011

2007

2011

2014年12月 第4期定例会 
JENとのラウンドテーブル

2014年1月
内永塾メンタリング
プログラム

2007年5月 J-Win設立総会

2011年8月
OGネットワークキックオフ

2011年10月 JEN設立総会・記者会見

2015年2月 
Next Stage
1日合宿

2015年12月 第5期半日合宿で拡大会議に
向けて加速

関西支部始動
2017

　2017年4月からスタートした関西支部ならではの取り組み
として、2018年1月には第7期High Potential・関西メンバーと
Next Stage・関西メンバー合同で内永理事長とのラウンドテー
ブルを開催しました。なかなか内永理事長に直接お会いする機会

が少ないので、なるべく一人ひとりの顔が見えるよう座
席を半円形にして、内永理事長との距離を短くするよう
工夫しました。その甲斐もあり、メンバーは内永理事長
の「関西でもダイバーシティを推進していきたい」とい
う熱い思いを強く感じとることができました。
（西日本電信電話株式会社　
　　　　　小川 成子さん）

参加者累計
約730名 

海外
研修 2008

ノルウェー
（オスロ）

スウェーデン
（ストックホルム）

2009
オーストラリア
（シドニー・
ブリスベン）

2011
オーストラリア
（シドニー）

2007

アメリカ
（ニューヨーク）

2013
イギリス
（ロンドン）

2012
アメリカ
（ワシントンDC）

2010
アメリカ
（ニューヨーク）

2014
アメリカ
（ニューヨーク）

2015
フィンランド
（ヘルシンキ）

ノルウェー
（オスロ）

2016
アメリカ
（ニューヨーク）

2017
カナダ
（トロント）

2017年11月 第7期トロント海外研修

2018年1月 関西ラウンドテーブル

　第7期の海外研修は、80名のメンバーでトロントを代
表する企業や団体を訪問しました。トロントは市民の
半分以上がカナダ以外の国で産まれた移民で構成され
ており、ダイバーシティに富んだ都市として知られていま
す。研修期間中だけでなく、研修の前後も計画やプレゼ
ンの練習、報告書の作成など、多くのメンバーが時間を
割いて取り組んでおり、その過程でも仲間の頑張りにと
ても感銘を受け、勇気づけられました。 
 （キリンビバレッジ株式会社　茶木 香保里さん）

2007 2008 2009 2010
2011

2012
2013

2014
2015

2017

2016Executiveネットワーク ▼

Next Stageネットワー
 ク ▼

High Potential
ネットワーク ▼

2017年
度

2016年度

2015年度

2014年度

2017年
度

2016年度

2015年度

2014年度

2013年  度

2012年度

第7期

第6期

第5期

第4期

第3期

第2期
第1期

2018
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J-Winで見つけた、新しい　  。
女性メンバー10名のJ-Winストーリー

これまでJ-Winの活動に参加してきた女性メンバーは、活動に参加する前とその後でどのような気づきや変化があったのでしょうか。
そのギャップにこそJ-Winの価値があるのでは……。

「J-Winで見つけた、新しい私」というテーマで10名の皆さんに話を伺いました。
また、J-Win活動にメンバーを送る立場の企業担当者の方からいただいたメッセージもご紹介します。

※所属・肩書きは、2018年3月現在のもの

「信頼を築く」ノウハウは、
我々の重要な判断基準に。
　J-Winに参加した当初は、当時所属しておりました外資系IT企業の
環境から、日本企業に所属している多くの女性の皆さんとご一緒する
ことになり、2年間という与えられた時間の中で、どのようにダイバーシ
ティという課題にチャレンジし、何等かの結果をつくることができるの
か、不安を感じておりました。
　男性社会では普通のことでも、女性がネットワークをつくり、企業を
超えて広げていくことは、なかなか難しく、時間もかかります。J-Winで知
り合えた仲間とは、2年間の経験を通じて深い信頼を築きました。この
期間に習得した「信頼を築く」ノウハウは、無形の形で、我々の会社で
の身の処し方や、判断の基準に大きな影響を与えていると思います。

　第6期のつくば合宿では、合宿当日までの1か月
間、週に2回程度合宿実行委員メンバーが集い、
初対面とは思えないほど熱い議論を交わしプログ
ラムを考えました。その中で「仕事に振り回される
だけではなく、充実した毎日を送り、人生をキラキ
ラさせる”きっかけ”にしてもらおう！」と盛り上がっ
たところ、事務局から「遊びじゃありません」とダ

メ出しをいただき、一からコンセプトを考え直すこ
とに。しかしその紆余曲折の中で合宿に臨む結
束力が非常に高まり、結果的に、第6期メンバーに
とって充実したプログラムを提供できたのではな
いかと合宿委員一同自負しています。
� （全日本空輸株式会社�山本�眞由美さん）

　High�Potentialネットワーク活動報告や特別
講演が行われる、毎年3月に開催される拡大会議。
活動期間が1年となった第5期メンバーからは、年
に一度きりの機会であり、『J-Win�ダイバーシティ・
アワード』の表彰を聞くこともでき、自身を振り返り、
ダイバーシティについて改めて深く考える、とても貴

重なプログラムです。分科会活動と並行しながら短
期間での準備でしたが、集中した活動だったおかげ
もあって、今でも続いている実行委員会メンバーと
の交流は、J-Win活動で得た財産の一つです。
� （ブリストル・マイヤーズ�スクイブ株式会社�
� 雨宮�幸さん）

アマゾンジャパン合同会社
コーポレイト・プロキュアメント事業本部
アジア・パシフィック担当本部長	

中村（鈴木） あやさん（第1期幹事長）

常に仕事のアウトプットを俯瞰して見る。
今の私のスタンスは、J-Winがあってこそ。
　J-Winに参加したのは、自分自身のキャリアについて考えている時
で、このネットワークが何かしらの変化をもたらしてくれるのではない
かと思い、とても期待していました。内永さんの話から始まるプログラ
ムは頷くこともあり、ドキリとすることもあり、その期待感を持ち続ける
ことができていたと思います。
　アウトプットを見るさまざまなステークホルダーの存在を意識でき
たことは、常に仕事のアウトプットの見え方や価値を意識すること、そ
のために全体俯瞰をすることを意識するというスタンスに活きている
ように思います。また、さまざまなバックグラウンドを持つメンバーとの
関わりの中で、何かを決めつけないこと、丁寧に議論することを学ばせ
ていただきました。

KDDI株式会社
技術企画本部	技術開発戦略部	マネージャー

幡 容子さん（第3期幹事長）

卒業してから分かった。
夢実現を後押ししてくれていたこと。
　１年目の終わりに、メンバー間の活動の関わり方に温度差が生じ、
幹事としてどのように解決したらよいのか壁に当たりました。このと
き、有志を動かし、ともに解決していこうと動いたことが自分自身の
ターニングポイントでした。それから幹事長に就任。幹事、メンバーの
役割や活動の見直しを呼びかけ、活動を活気付けていくことをメン
バーに訴えた定例会が最も印象に残っています。気持ちは通じたと思
います。みんながマインドチェンジできた瞬間だったのではないでしょ
うか。
　J-Win卒業から時を経るごとに、考え方や課題解決のプロセス、さ
まざまなメソッドなど、身についたことはすべて、これまでも、そしてこれ
からも、仕事や人生を考える上で大きく影響を与えていくのでしょう。

アラヤ株式会社
エグゼクティブ・アドバイザー

和田 祐子さん（第2期幹事長）

国内合宿

拡大会議

互いに尊重し、前進を目指す、
J-Winで学んだ「しなやかなリーダーシップ」。
　多くの優秀なメンバーの中、幹事として参加させていただくことに
なった私は、責任と緊張でいっぱいだったのを覚えています。第１回
定例会で第3期の先輩方のお話を伺い、女性リーダーとして活躍さ
れている姿に2年間の研修への期待を抱くとともに、自分に務まるか
大きな不安を感じました。しかし、幹事長として２年間、幹事会や分科
会・実行委員会のリーダーの皆さんと力を合わせて運営し、第4期メン
バー全員の成長につながる活動ができたことは、私の財産になってい
ます。自分一人では実現できないことも多くの方の協力を得ることで
成し遂げられると実感しました。この経験から、互いに尊重し協力し合
いながら前進を目指す、しなやかなリーダーシップを常に心がけるよう
になりました。

株式会社NTTドコモ
スマートライフ推進部	
ビジネス基盤戦略室	担当部長

相原 朋子さん（第4期幹事長）

●グローバルリーダー（企業調査） 
●グローバルリーダー（世の中調査） 
●グローバルリーダー（社内調査） 
●女性リーダー育成支援A(意識改革） 
●女性リーダー育成支援B(育成支援） 
●女性リーダー育成支援C(環境整備） 
●国・地域社会 
●企業経営への提言 
●男性意識 
●学生キャリア教育支援 
●ワークライフ・マネージメント 
●技術系

●グローバル女性リーダー（キャリアアップ）  
●グローバル女性リーダー（育成）  
●会社トップの意識改革、提言  
●男性意識の調査・啓発 
●キャリア教育のあり方 
●ダイバーシティの指標化（含む評価） 
●ワークライフ・マネジメント 
●国・地域への提言 
●技術系

●次世代・キャリア教育支援 
●次世代・女性・後輩 
●女性自身の意識 
●男性の意識研究 
●企業人事への提言 
●企業経営への提言 
●国・社会への提言 

●次世代向け教育 
●技術系 
●Natural Beauty　
　～女性のカラダとキャリアプラン～  
●男女の違い～知る・活かす・そして輝く！～ 
●新しい働き方提案 
●若手女性育成  
●上司と創る「勝つためのダイバーシティ」 
●「新しい両立」のための社会への提言
　～キャリアも家庭もあきらめない女性へ～ 
●グローバルリーダー増殖計画
●「部長の壁」を超える
　（女性部長増産計画） 

●関西（目指すべきリーダーの実現）  
●技術職・専門職 
●他社協業② 
●グローバル  
●Diversity & Inclusion  
●組織改革 
●チームビルディング 
●働き方改革・ワークライフマネジメント 
●他社協業① 
●人財育成

●ダイバーシティーとは？ 
●営業系 
●技術系 
●グローバルリーダー・グローバルキャリア  
●男女の違い 
●男性巻き込み・意識改革  
●女性リーダー A  
●女性リーダー B  
●若手育成 
●働き方 
●次世代教育 
●ワークライフバランス

●リーダーシップ  
●Diversity & Inclusion 
●女性意識改革  
●ワークライフ・マネジメント 
●グローバル  
●働き方改革 
●若手育成  
●技術系女性  
●リーダー F  
●男女協働実践 
●チームビルディング  
●次世代キャリア教育

第1期～第7期High Potentialネットワーク　
分科会活動一覧
High Potentialネットワーク活動のなかで、特に中心となる
分科会活動。はじめて出会うメンバーと課題を設定し、役割
を担い組織を運営しながら、拡大会議での発表に向け成果
をまとめていくプロジェクトです。

各期のメンバーが取り組んだ分科会名（テーマ）を紹介します。

私 第1期　7分科会

第5期　12分科会

第2期　12分科会

第6期　12分科会

第3期　9分科会

第4期　10分科会

第7期　10分科会

J-Win活動の重要なイベントを女性メンバーのエピソードとともに紹介！

国内合宿・拡大会議

2016年6月 つくば合宿分科会活動

2017年3月 第5期拡大会議実行委員

Next Stage
ネットワーク

High Potential
ネットワーク

Executive
ネットワーク

High Potentialネットワーク
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今でも相談できる仲間がいる。
一生付き合える「絆」を手にした。
　活動のなかで特に印象深かったのは、幹事として海外研修旅行を
担当したことです。視察場箇所やホテルの選定、参加メンバーが満足
できるよう行程をつくりあげました。研修の最終日のパーティで内永
理事長よりお褒めの言葉とハグをされたときは、達成感とともに涙が
こみ上げました。また幹事として2年間活動できたことは、気づきがと
ても多く、チームとしてとことん議論していくことを学びました。また、
一人ひとりの意見を受け容れること、否定をしないことなど、多様性を
実践できたことも大きな収穫です。
　内永理事長が当時「J-Winで一生付き合える仲間をどれだけ持つ
ことができるか」とおっしゃっていましたが、今後も実践していきたいと
思っています。

学校法人国際文化アカデミー
JTBトラベル＆ホテルカレッジ	理事	教務部	部長

坂本 友理さん
（第1期メンバー・現Executiveメンバー）

J-Winでつくったネットワークは、
私の心の支えになっている。
　特に印象的だったのは、3月の拡大会議です。5期の幹事長を務め
ることになり、内永理事長の「乗った馬から下りるな！」の言葉に背中
を押され、約300名のメンバーをまとめながら、無事に拡大会議を終
了することができたことは何事にも代えがたい経験となりました。時
間との戦いでしたが、やればできる、ということを痛切に感じました。
　現在、熊本でも女性活躍推進のため、異業種交流や女子会、研修
会などを企画・参加しています。首都圏と比較すると、地方はまだまだ
女性活躍が遅れていると感じます。J-Winの経験を活かし、社内外で
女性の意識を高め、背中を押し、「Women�to�the�TOP!」を目指すよう
女性に勇気を与えていきたいです。

損害保険ジャパン日本興亜株式会社
執行役員	熊本支店長

野間 和子さん（第5期幹事長）

まずはアクションしてみる。
そこから、可能性が拡がる。
　J-Winでの活動を通じて得られた最も大きなことは、アクションする
ことの重要さに気づけたことです。チャンスは自らつかみ、難しいこと
でもまずはチャレンジする。やりながら考えることを学びました。でき
ない理由を並べるのは簡単ですが、やってみなければ何も始まりませ
ん。また、本質を捉えながらも新しい視点を持つことの大切さにも気
づけました。
　J-Winでさまざまな業種の方と一緒に肩を並べて過ごせること、そし
てトップの方と接点を持ちながら1年間活動できることは他にはない
価値だと思います。理事、Executive、Next�Stageメンバーのみなさま
から直接ご指導いただけるのは大変貴重な機会でした。

株式会社三菱UFJ銀行
人事部	上席調査役

坂口 真紀さん（第7期幹事長）

活動を通じて知った、
組織への貢献と成長への実感。
　定例会でのインプット活動も大変有意義なものでしたが、特に印象
的だったのは、分科会活動です。私は「国・社会への提言」分科会に
所属し、J-Win参加企業約90社、約4000名の女性を対象にアンケー
ト調査を実施し、分析結果から提言にまとめ、J-Winとしてのプレスリ
リースを行いました。皆で真剣に議論し、それぞれが得意分野を担当
し効率的に作業を行ってアウトプットに辿りつきました。
　私自身、会社で長く働き続け、貢献し続けたいとの思いは強くありました
が、「上を目指そう」という意志は曖昧でした。上級管理職や役員になること
で、見える景色が変わり、組織に対してより大きな貢献ができ、人間として
も成長できることをJ-Winの活動を通して学び、覚悟ができたと思います。

古河電気工業株式会社
執行役員	戦略本部	副本部長	兼	人事部長

田中 雅子さん
（第1期メンバー・現Executiveメンバー）

弱みを補い、強みを伸ばす。
自身を知ることで、その先に学びがある。
　内永理事長へ6期のテーマと活動方針を説明した際、「何が重要と
考えているのか」との質問に「各々が自分がどうなりたいのかを考え、
描いて行動することです」と答えたところ、「そうなるように自分たちが
磁石になって引っ張っていきなさい」とのアドバイスをいただいたこと
が強く印象に残っています。磁力が途切れることなく引き合うことの
連鎖で組織が動く、と理解し念頭におき行動しました。
　活動では多くの多才なメンバーに出会い、自身の能力不足を思い知
り悔しい思いをすることもありました。ですがそれは反対に自分の可
能性に気づくきっかけにもなりました。弱みを補い、強みを伸ばす、自
分を知ることの先に学びがあることを実感しています。

KDDI株式会社
コマースビジネス部	マネージャー
（株式会社ルクサ	MD4部	部長）

大熊 伸子さん（第6期幹事長）

「選択肢は難しいほうを選ぶ」。
ここでの出会いが、今の私のポリシーに。
　活動全般を通して得られたことは、内永理事長からの薫陶（馬に
乗ったり下りたりするな。勉強会では一番前に座り、質問等をする）に
よる学びでしょうか。また年齢国籍がさまざまなロールモデルから「選
択肢は難しいほうを選んだほうがよい」とお話を伺うことが多く、それ
が現在の私のポリシーになったように思います。そして、J-Winは私に
とって今や仕事・家庭・趣味以外の、重要な居場所となっています。
　業種・経験・年齢も多様な女性ばかりのつながりはユニークであり、
私たちにはもっと可能性があるように思います。今後はJ-Winで学ん
だことを活かし、生涯現役で人の役に立てる存在でいたいと思ってい
ます。

株式会社三菱UFJ銀行
コーポレート・コミュニケーション部長

南里 彩子さん
（第1期メンバー・Next	Stage	2015・2016年度幹事長）

企業担当者様よりメッセージ女性メンバーを送り出す立場にある企業のダイバーシテ ィ推進部門担当者の方にJ-Winへの期待のメッセージをいただきました。

経営リーダーとして
より高みをめざし

上級管理職への挑戦

J-Win女性ネットワークのトップに位置するExecutiveネットワー
クは、会員企業の執行役員以上のメンバーで構成。経営層としてよ
り高みをめざし、さらなる人間力の確立・発想力の強化をはかる自
己研鑽の活動をつづけます。また、国内外ネットワークとの連携を
強化し、J-Win Executiveネットワークの認知拡大をめざします。
そして、3層ネットワークのリーダーとして、次世代女性リーダーの
育成を行い、企業、社会に貢献していきます。

High Potentialネットワーク活動終了後、上級管理職をめざし企
業人としてGear Upすることを目的としたNext Stageネットワー
クの活動。部長職・課長職を中心としたメンバーが、複数年にわた
り継続的に活動に参加するなかで、ビジネスリーダーとしての自覚
とスキルを身に付け自己研鑽をはかります。そして吸収した幅広
い教養・知識を実践し、自らの実行力を高めて企業に貢献します。

幅広いジャンルの知見・視野の拡大

幅広い知識・教養の吸収
組織運営実践

専門外の分野について課題を探究

活動の振り返り／学びの共有

高い視座から学ぶ

３層ネットワークの活動をリード
High�Potentialネットワーク活動のサポート

High�Potentialネットワーク活動のサポート

Next Stage
ネットワーク

High Potential
ネットワーク

Executive
ネットワーク

Next Stage
ネットワーク

High Potential
ネットワーク

Executive
ネットワーク

Executiveネットワーク

Next Stageネットワーク

自己研鑽

自己研鑽

後進育成

後進育成

強化プログラム

定例会

合宿

研究会

定例会（講演）

研究会

合宿／活動報告会

内永塾/内永技術塾

　J-Winでは職種・業種の粋を超え、企業カルチャーの異なる女
性たちが集結し、プロジェクトを立ち上げ、目標をたて、遂行してい
く、その“過程”に意義があると確信しています。活動に参加した
社員は内永理事長の熱いメッセージを通じ、本来の女性活躍推
進の意義を理解することができ、遠慮や謙遜がなくなり、積極性
が増しました。今後も社内に新しい風を吹き入れてくれることを期
待しています。また大阪、福岡の各拠点での活動の活性化も楽し
みにしています。

藤田観光株式会社
人事グループダイバーシティ担当課長

山田 真夕子さん

　J-Winに参加すると、視野の拡大と共に、自分なりの女性リー
ダー像を持って戻ってくる社員が多いのが印象です。当社の管理
職（課長級以上）はまだ約６％であり、ロールモデルが圧倒的に
少ないのが現状です。そのため管理職候補として派遣した社員
が講演会やワーク、セッション、ネットワーク活動等を通じて、ラ
イフイベントと仕事との両立への不安解消や積極的なキャリア
構築ができることを期待しています。これからも日本のダイバー
シティ推進の旗頭としてリードしていただきたくお願い致します。

東京急行電鉄株式会社
人材戦略室	人事開発部	
ダイバーシティ・キャリア開発課

高橋 葉子さん

　J-Winに参加した職員は結果にこだわり、そのための努力
は惜しまないという強い想いが、日々の業務の取り組み姿勢
から感じられます。他社の女性リーダー候補者から刺激を受
け、成長意欲が高まったのでしょう。同時に、部下の育成・指
導にもより積極的に取り組むなど、周囲の仲間にも良い影響
を与えています。今後も頼りがいのある女性リーダーの育成に
向け、効果的かつ実践的な能力開発機会を、引き続き提供い
ただくことを期待しています。

明治安田生命保険相互会社
人事部	ダイバーシティ推進室	室長

長谷川 誓子さん

Challenge! 
& Give back!

Gear up! 
& Give back!

※所属・肩書きは2018年3月現在のもの

13 12J-Win ReportJ-Win Report



J-WinのD&I推進支援活動の10年
　

J
︲
W
i
n
の
D
&
I
推
進
支
援
活
動

は
、日
本
の
女
性
活
躍
推
進
の
加
速
を
目
的

に
、会
員
企
業
の
皆
様
が「
経
営
戦
略
と
し
て

の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」を
推

進
し
て
い
く
支
援
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

2
0
0
8
年
よ
り
毎
年
実
施
し
て
い
る

「
J
︲
W
i
n
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ワ
ー

ド
」の
ほ
か
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
責
任

者
会
議
」を
年
数
回
開
催
し
、D
&
I
推
進
に

関
す
る
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
や
最
新
情
報

な
ど
の
共
有
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
J
︲
W
i
n
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ワ
ー

ド
」は
、先
進
企
業
を
表
彰
す
る「
コ
ン
テ
ス

ト
」
と
応
募
各
社
の
D
&
I
推
進
の
進
捗
を

測
る「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
か
ら
成
り
ま
す
。

J
︲
W
i
n
で
は
、設
立
以
来
10
年
間
蓄
積

さ
れ
た
デ
ー
タ
と
実
績
か
ら
得
ら
れ
た
知
見

を
も
と
に
、企
業
の
D
&
I
推
進
状
況
の
客

観
的
分
析
・
評
価
を
行
い
、効
果
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
提
案
す
る「
J
︲
W
i
n

メ
ソ
ッ
ド
」を
、検
証
、改
善
し
て
き
ま
し
た
。

　

J
︲
W
i
n
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
取
組

　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
責
任
者
会
議
は
、推
進
責

任
者
同
士
の
悩
み
の
共
有
や
今
後
取
り
組
む
べ
き

課
題
へ
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
等
、非
常
に
有
益

な
情
報
交
換
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ワ
ー
ド
へ
の
参
加
に
よ
り
、自
社

の
取
り
組
み
実
績
の
見
え
る
化
や
、他
社
比
較
に
よ

る
進
捗
度
合
の
把
握
が
で
き
ま
す
。活
動
を
通
し
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
は
沢
山
見
え
て
き
ま
す
が
、そ

の
中
で
自
社
に
合
っ
た
指
標
、取
り
組
む
べ
き
課
題

を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、次
の
施
策
に
活
か
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

弊
社
が
最
後
に
ア
ワ
ー
ド
を
受
賞
し
た
の
は

2
0
1
0
年
で
あ
り
、今
年
久
し
ぶ
り
に
フ
ァ
イ
ナ

リ
ス
ト
に
残
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
回
は
残
念

な
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、選
考
過
程
に
お
い
て
、現

場
で
活
躍
し
て
い
る
女
性
社
員
や
男
性
管
理
職
の
方

と
共
に
自
社
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
が
あ
り
、改
め

て
社
員
の
前
向
き
な
思
い
と
力
強
い
推
進
力
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
、非
常
に
心
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

J
︲
W
i
n
は
女
性
活
躍
推
進
に
お
け
る
理
想

を
高
く
掲
げ
、時
に
は
鼓
舞
激
励
し
な
が
ら
背
中
を

押
し
て
く
れ
る
、温
か
な
、か
つ
パ
ワ
フ
ル
な
組
織

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
活
動
と

併
せ
て
、あ
る
べ
き
社
会
の
姿
に
向
か
っ
て
意
識
高

く
取
り
組
ん
で
い
る
会
社
の
D
＆
I
推
進
加
速
に

つ
な
が
る
よ
う
な
仕
掛
け
づ
く
り
に
期
待
し
つ
つ
、

会
社
側
も
し
っ
か
り
と
実
績
を
積
み
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

J
︲
W
i
n
の
活
動
は
貴
重
な
社
外
と
の
接
点
で

あ
り
、ま
た
評
価
を
受
け
ら
れ
る
場
と
し
て
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。弊
社
で
は
毎
年
従
業
員

1.
2
万
人
を
対
象
と
し
た
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ワ
ー
ド
後

に
い
た
だ
け
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
8
領
域
に
掛
け
合
わ

せ
、社
内
と
社
外
二
つ
の
視
点
か
ら
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推

進
の
進
捗
と
今
後
の
課
題
を
分
析
し
て
い
ま
す
。ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
活
動
に
よ
る
変
化
を
定
量
的
に
把
握

す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
と
考
え
て
お
り
、そ
の
上
で

J
︲
W
i
n
の
存
在
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

過
去
に
ア
ワ
ー
ド
を
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際

に
は
、何
よ
り
も
ま
ず
、弊
社
の
活
動
を
こ
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
嬉
し
く
、今
後
の
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に
お
け
る
励
み
と
な
り
ま
し
た
。特

に
2
0
1
7
年
度
の
大
賞
受
賞
時
に
は
、社
内
の
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に
加
え
て
、社
外
へ
の
ナ
レ
ッ
ジ
提

供
の
点
も
評
価
い
た
だ
き
、ま
す
ま
す
社
会
全
体
の
不

の
解
消
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く

持
ち
ま
し
た
。

　

日
本
の
女
性
活
躍
推
進
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た

J
︲
W
i
n
が
、働
き
方
変
革
や
男
性
の
意
識
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
着
手
さ
れ
、ま
た
活
動
の
場
を
東

京
か
ら
日
本
全
国
に
広
げ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
、日
本
に

お
け
る
D
&
I
活
動
の
変
化
を
感
じ
て
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
日
本
に
お
け
る
D
&
I
推
進
を
け
ん
引
す
る
存

在
で
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

株式会社リクルートホールディングス
事業本部 メディア＆ソリューションSBU
メディア＆ソリューションSBU統括 
人事統括室 室長

髙下 裕美さん

株式会社りそなホールディングス
人材サービス部 
ダイバーシティ推進室 室長

杉本 仁美さん

推進の棚卸しの機会に。 活動の励みになっている。

東京家政大学 女性未来研究所長・名誉教授

樋口 恵子先生

企業が変われば、必ず日本は変わる。

　

10
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。私
は
4

回
目
か
ら
審
査
に
か
か
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。こ
の
10
年
で
、日
本
の
少
な
く
と

も
大
企
業
に
は
D
&
I
が
風
土
と
し
て
根
づ

い
た
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。提
唱
し

実
践
し
た
J
︲
W
i
n
の
内
永
ゆ
か
子
理
事

長
、同
志
と
な
っ
た
企
業
と
社
員
の
皆
様
に

心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

正
直
言
っ
て
、最
初
の
2
年
ほ
ど（
第
4
～

6
回
）は
私
の
方
が
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク

で
し
た
。私
の
年
齢
の
者
に
は
、男
女
雇
用
機

会
均
等
法
制
定
時
、経
営
者
側
の
根
強
い
抵

抗
ぶ
り
が
心
に
焼
き
付
い
て
い
ま
し
た
か
ら
。

国
際
社
会
で
経
済
的
に
遅
れ
を
取
っ
て
、や
っ

と
気
付
い
た
に
し
て
も
ど
こ
ま
で
本
気
か
︱
。

私
は
企
業
側
の
本
気
度
を
内
心
疑
っ
て
い
た

の
で
す
。

　
「
な
ぜ
D
&
I
を
、端
的
に
言
え
ば
女
性
登

用
を
す
す
め
る
の
で
す
か
」。最
初
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
ト
ッ
プ
は「
だ
っ
て
恥
ず
か
し
い

で
し
ょ
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。国
際
会
議

に
出
て
、女
性
幹
部
が
い
な
い
の
は
日
本
だ
け

で
恥
ず
か
し
い
、と
率
直
な
ご
意
見
で
し
た
。

10
年
ほ
ど
前
、私
は
女
性
管
理
職
を
す
す
め
る

席
で
、男
性
中
堅
幹
部
に「
あ
な
た
の
上
司
が

女
性
だ
と
し
た
ら
ど
う
思
い
ま
す
か
」と
質
問

し「
恥
ず
か
し
い
」と
答
え
ら
れ
た
こ
と
を
思

い
出
し
隔
世
の
感
で
し
た
。

　

育
児
休
業
、介
護
休
業
、柔
軟
な
働
き
方
な

ど
は
、厚
生
福
利
か
ら
企
業
の
経
営
戦
略
に

据
え
ら
れ
て
い
ま
す
。D
&
I
の
推
進
力
は
、

一
に
ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、二
に
国
際

性
、と
思
っ
て
い
た
ら
、と
く
に
今
回
あ
た
り

か
ら
、男
性
、女
性
社
員
と
も
に
、上
に
言
わ
れ

て
や
る
の
で
は
な
く
、自
分
た
ち
の
手
で
、と

い
う
声
が
出
て
は
き
ま
し
た
。ト
ッ
プ
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
社
員
の
人
生
か
ら
生
じ
た
変

革
へ
の
意
思
。こ
の
二
つ
が
融
合
し
、ど
ん
な

化
学
反
応
が
起
こ
る
か
楽
し
み
で
す
。企
業
が

変
わ
れ
ば
、必
ず
日
本
は
変
わ
り
ま
す
。

2018年　アフラック
2017年　株式会社リクルートホールディングス
2016年　第一生命保険株式会社
2015年　KDDI株式会社
2014年　株式会社リクルートホールディングス
2013年　日産自動車株式会社
2012年　アステラス製薬株式会社
2011年　第一生命保険株式会社
2010年　株式会社りそな銀行
2009年　日本アイ・ビー・エム株式会社
2008年　株式会社リクルート

会員企業における10年間のD&I推進と今後の課題

経営戦略としてのダイ バーシティ＆インクルージョン推進を支援！

第4回目のJ-Winダイバーシティ・ア
ワードより審査委員を担当していた
だいている樋口先生にメッセージを
いただきました。

アワード審査委員長
メッセージ

J-Winダイバーシティ・アワード

企業賞／個人賞進捗診断

アセスメントの
実施 先進企業の表彰 ベストプラクティス

の発信

現状把握 推進の加速
社会への

D&I推進の浸透

J-Win
ダイバーシティ・アワード
大賞受賞企業一覧
※企業名は受賞当時のものです

女性リーダー輩出の
状況が限定的

女性リーダーが継続的に
輩出されている

2007年 目標

管理職一歩手前 管理職一歩手前

管理職 管理職

役員

管理職一歩手前までの
育成が進んでいる

2017年

管理職一歩手前

管理職

役員 役員

上位管理職への
女性登用の
必要性が増大

「2017ダイバーシティ・アワード」大賞受賞「2010ダイバーシティ・アワード」大賞受賞

【
会

員

企

業

の

声

】

J
︲
W
i
n
の
D
&
I
推
進
支
援
活
動
へ
の
参
加
を
、自
社

の
D
&
I
推
進
に
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
き
た
か
、ど
の
よ

う
な
意
義
が
あ
っ
た
の
か
。ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ワ
ー
ド

大
賞
受
賞
経
験
の
あ
る
2
社
に
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。�

※
社
名
、肩
書
き
等
は
2
0
1
8
年
3
月
現
在
の
も
の

J-WinのD&I推進支援活動
ダイバーシティ
推進部門支援

（推進責任者会議）
ベストプラクティス紹介、
ラウンドテーブル・講演
男性ネットワーク

D&I最新動向
アワード全体報告書
国内外D&I推進状況

J-Win
ダイバーシティ・アワード

D&I推進における
先進企業の表彰
企業賞、個人賞

D&I進捗診断
アワードアセスメントレポート
企業別女性活躍進捗診断

経営戦略としてのD&I推進

8
領
域
」を
提
唱
。女
性
活
躍
推
進
の
取
組
状

況
を
数
値
化
す
る
こ
と
で
見
え
る
化
し
、進

捗
度
合
を
ス
テ
ー
ジ
・
レ
ベ
ル
で
絶
対
評
価

す
る
と
と
も
に
、各
種
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
結
果

を
レ
ポ
ー
ト
。そ
の
先
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
と
、効
果
的
な
推
進
ス
テ
ッ
プ
を
明
ら
か

に
し
ま
す
。

　

今
後
も
、国
内
外
の
先
進
事
例
や
情
報
を
取

り
込
み
、会
員
企
業
の
D
&
I
の
さ
ら
な
る
推

進
に
向
け
て
、皆
様
と
ご
一
緒
に
前
進
し
て
い

き
ま
す
。

★�女性の管理職一歩手前層まで
の育成は一定の成果あり（女
性比率が30％に近づく）

★�非管理職から管理職、課長職
から上級管理職（部長職・役
員）への登用の加速が課題

※「J-Winダイバーシティ・アワード」より

女性活躍推進のための「J-Winメソッド」

ステージ レベル

ステージⅢ＜定着・持続＞　　
・女性活躍の実績において男女差が解消　　
・多様な人材の活用が定着

ステージⅡ＜展開・発展＞　　
・PDCAサイクルによる改善　　
・有効的な仕組みの展開　　
・女性リーダー輩出の実績

L5企業群

L4企業群

L3企業群

ステージⅠ＜スタートアップ＞　　
・女性活躍について課題分析　　
・目標設定、体制整備　　
・施策立案し、行動開始

L2企業群

L1企業群

D&Iステージ・レベル 「取組８領域」の実施状況

50%

100%

0%

1.�経営トップのコミットメント

5.�女性の意識改革

2.�D&I推進実行体制8.�組織風土の変革・
　�男性の意識改革

3.�管理職の
�　アカウンタビリティ

7.�業務プロセス・
����評価プロセスの見える化

4.�女性の育成6.�働き方の変革
L2企業群

L3企業群
L4企業群
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J-Winの価値を再確認した、1日。

Photo Report

J-Win 10周年記念同窓会開催

❶�会の終盤に撮影した集合
写真。壮観です！

❷�主賓である内永理事長の
スピーチ

❸�会場中にあふれる笑顔・
笑顔！

❹�今回の会をつくりあげた
実行委員のみなさん

❺�内永理事長を囲んで、期
ごとに記念撮影

❶❷

❸

❹

❺

　2018年2月13日(火)、ホテル椿山荘東京宴会場にて「J-Win 10周年記念同窓会」が開催されました。
当日は、主賓として招待された内永理事長と、これまでJ-Winの活動に参加した「卒業生」「現メンバー」
あわせて約280名の女性が参加。この日のために遠方や海外から駆けつけた方もいらっしゃり、華やかな
会となりました。
　今回のイベントは、Next Stageメンバーを中心とした有志のみなさんが企画・運営。内永理事長のス
ピーチのほか、歴代幹事長によるリレートークやこれまでの活動の懐かしい写真のスライドショー、海外
赴任中のメンバーからのビデオメッセージの投影など、盛りだくさんのプログラムがにぎやかに行われまし
た。会場内のいたるところに笑顔があふれ、輝いて活躍している女性たちのパワー、そしてJ-Winならでは
のネットワークの価値を再確認する時間でした。

発行：NPO法人 J-Win
Japan�Women’s�Innovative�Network（ジャパン・ウィメンズ・イノベイティブ・ネットワーク）
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Facebookで
J-Winの
最新情報を
発信中！


